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海
老
澤
衷
教
授
　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
年
　
譜
一
九
四
八
年
一
〇
月
三
日　
東
京
都
西
多
摩
郡
古
里
村
に
生
ま
れ
る
一
九
六
四
年
四
月	
都
立
多
摩
高
等
学
校
に
入
学
一
九
七
〇
年
四
月	
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
に
入
学
一
九
七
四
年
四
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
修
士
課
程
に
入
学
一
九
七
六
年
四
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
進
学
一
九
八
〇
年
四
月	
大
分
県
教
育
庁
研
究
員
一
九
八
七
年
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
専
任
講
師
一
九
九
〇
年
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
助
教
授
一
九
九
五
年
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
二
〇
〇
〇
年
九
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
務
委
員
（
二
〇
〇
二
年
九
月
ま
で
）
二
〇
〇
一
年
六
月	
「
博
士
（
文
学
）
早
稲
田
大
学
」
授
与
史
観
第
一
八
〇
冊
一
〇
八
二
〇
〇
四
年
一
月	
早
稲
田
大
学
教
務
部
副
部
長
就
任
（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
ま
で
）
二
〇
一
〇
年
四
月	
日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究
員
（
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
）
二
〇
一
二
年
九
月	
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
副
学
術
院
長
・
大
学
院
文
学
研
究
科
長
・
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
（
二
〇
一
四
年
九
月
ま
で
）
二
〇
一
四
年
四
月	
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
専
門
委
員
（
定
年
時
ま
で
継
続
）
　
　
同　
　
九
月	
早
稲
田
大
学
副
研
究
院
長
（
二
〇
一
六
年
九
月
ま
で
）
二
〇
一
九
年
三
月	
早
稲
田
大
学
定
年
退
職
主
要
著
作
目
録
著
書二
〇
〇
〇
年　
二
月	
『
荘
園
公
領
制
と
中
世
村
落
』
校
倉
書
房
二
〇
〇
五
年　
三
月	
『
景
観
に
歴
史
を
読
む　
史
料
編
』
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
　
　
同　
　
　
九
月	
『
景
観
に
歴
史
を
読
む　
史
料
編　
増
補
版
』
ト
ラ
ン
ス
ア
ー
ト
編
著二
〇
〇
五
年　
三
月	
『
講
座
水
稲
文
化
研
究
Ⅰ　
古
代
・
中
世
仏
教
寺
院
の
水
田
開
発
と
水
稲
文
化
』　
水
稲
文
化
研
究
所
二
〇
〇
六
年　
三
月	
『
講
座
水
稲
文
化
研
究
Ⅱ　
バ
リ
島
の
水
稲
文
化
と
儀
礼
―
カ
ラ
ン
ガ
ス
ム
県
バ
サ
ン
ア
ラ
ス
村
を
中
心
と
し
て
―
』
水
稲
文
化
研
究
所
二
〇
〇
七
年　
三
月	
『
講
座
水
稲
文
化
研
究
Ⅲ　
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
の
起
源
と
伝
播
／
伊
予
国
弓
削
島
荘
の
調
査
』
水
稲
文
化
研
究
所
二
〇
〇
八
年　
九
月	
『
講
座
水
稲
文
化
研
究
Ⅳ　
バ
リ
島
研
究
の
新
た
な
展
開
』
水
稲
文
化
研
究
所
二
〇
一
一
年
一
一
月	
『
講
座
水
稲
文
化
研
究
Ⅴ　
バ
リ
島
ゲ
ル
ゲ
ル
王
朝
と
ス
バ
ッ
ク
・
グ
デ
・
ス
ウ
ェ
チ
ャ
プ
ラ
』
水
稲
文
化
研
究
所
海
老
澤
衷
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
〇
九
二
〇
一
八
年　
七
月	
『
中
世
荘
園
村
落
の
環
境
歴
史
学
―
東
大
寺
領
美
濃
国
大
井
荘
の
研
究
―
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
九
年　
二
月	
『
よ
み
が
え
る
荘
園
―
景
観
に
刻
ま
れ
た
中
世
の
記
憶
―
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
二
月	
『
ア
ジ
ア
遊
学
2
3
0　
世
界
遺
産
バ
リ
の
文
化
戦
略
―
水
稲
文
化
と
儀
礼
が
つ
く
る
地
域
社
会
―
』
勉
誠
出
版
共
編
著
二
〇
〇
三
年　
四
月	
『
古
文
書
演
習
―
様
式
と
解
釈
―
』（
芝
辻
俊
六
・
本
郷
和
人
共
編
）
二
〇
一
二
年　
六
月	
『
ア
ジ
ア
遊
学
1
5
3　
重
要
文
化
的
景
観
へ
の
道
―
エ
コ
・
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
田
染
荘
―
』（
服
部
英
雄
・
飯
沼
賢
司
共
編
）
勉
誠
出
版
二
〇
一
四
年　
六
月	
『
中
世
荘
園
の
環
境
・
構
造
と
地
域
社
会
―
備
中
国
新
見
荘
を
ひ
ら
く
―
』（
高
橋
敏
子
共
編
）
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
一
二
月	
『
ア
ジ
ア
遊
学
1
7
8　
中
世
の
荘
園
空
間
と
現
代
―
備
中
国
新
見
荘
の
水
利
・
地
名
・
た
た
ら
―
』（
酒
井
紀
美
・
清
水
克
行
共
編
）
勉
誠
出
版
二
〇
一
七
年　
三
月	
『
朝
河
貫
一
と
日
欧
中
世
史
研
究
』（
近
藤
成
一
・
甚
野
尚
志
共
編
）
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
九
年　
三
月	
『
朝
河
貫
一
と
人
文
学
の
形
成
』（
近
藤
成
一
・
甚
野
尚
志
共
編
）
吉
川
弘
文
館
調
査
・
研
究
報
告
一
九
七
三
年
一
〇
月	
『
黒
田
庄
現
地
調
査
概
報
』（
竹
内
理
三
ほ
か
共
同
）
早
稲
田
大
学
竹
内
研
究
室　
一
九
八
一
年　
二
月	
「
豊
後
国
田
染
荘
の
復
原
調
査
」『
日
本
歴
史
』
三
九
三
号
一
九
八
四
年　
三
月	
「
豊
後
国
玖
珠
城
の
歴
史
的
性
格
」
大
分
県
玖
珠
市
教
育
委
員
会
『
伐
株
山
城
跡
』
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
富
貴
寺
の
歴
史
的
性
格
」
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
『
富
貴
寺
』
一
九
八
五
年　
三
月	
「
文
献
史
学
的
調
査
の
成
果
」
大
分
県
玖
珠
町
教
育
委
員
会
『
小
竿
遺
跡
』
一
九
八
六
年　
三
月	
『
豊
後
国
田
染
荘
の
調
査
Ⅰ
』（
共
同
）
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
一
九
八
七
年　
三
月	
『
豊
後
国
田
染
荘
の
調
査
Ⅱ
』（
共
同
）
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
一
九
九
〇
年　
三
月	
『
上
野
遺
跡
』（
共
同
）
大
分
県
豊
後
高
田
市
教
育
委
員
会
史
観
第
一
八
〇
冊
一
一
〇
一
九
九
四
年　
三
月	
「
栂
牟
礼
城
の
堀
切
り
・
竪
堀
群
と
そ
の
歴
史
的
性
格
」
大
分
県
佐
伯
市
教
育
委
員
会
『
栂
牟
礼
城
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
　
同　
　
　
三
月	
「
小
野
地
区
の
石
造
文
化
財
（
オ
オ
ヤ
・
財
前
家
墓
地
・
財
前
家
近
世
墓
地
）」・「
田
原
谷
の
灌
漑
・
地
名
調
査　
小
結
～
開
発
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
定
」
大
分
県
大
田
村
教
育
委
員
会
『
豊
後
国
田
原
別
符
の
調
査
Ⅱ
―
田
原
谷
の
中
世
石
造
物
―
』
一
九
九
九
年
一
〇
月	
『
紀
伊
国
鞆
淵
荘
地
域
総
合
調
査　
本
編
』
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
（
研
究
代
表
者
）
二
〇
〇
一
年　
三
月	
「
広
域
水
田
遺
跡
の
軌
跡
―
国
東
半
島
に
お
け
る
二
十
年
―
」
日
本
歴
史
六
三
五
号
　
　
同　
　
　
七
月	
「
棚
田
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る
」
日
本
の
原
風
景
・
棚
田
二
号
二
〇
〇
三
年
一
二
月	
「
対
馬
・
バ
リ
島
・
劇
場
国
家
」『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
構
築
」
資
料
集
』
二
〇
〇
四
年　
三
月	
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
水
田
形
成
お
よ
び
水
稲
文
化
の
研
究
』（
日
本
を
中
心
と
し
て
）
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
B
）
（
2
）（
研
究
代
表
者
）
二
〇
〇
八
年　
三
月	
『
東
ア
ジ
ア
村
落
に
お
け
る
水
稲
文
化
の
儀
礼
と
景
観
』
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
A
）（
2
）（
研
究
代
表
者
）
自
治
体
史
編
纂
一
九
八
二
年　
三
月	
『
大
分
県
史　
中
世
編　
Ⅰ
』（
渡
辺
澄
夫
ほ
か
共
同
）
大
分
県
一
九
八
四
年　
三
月	
『
大
分
県
史　
古
代
編　
Ⅱ
』（
新
川
登
亀
男
ほ
か
共
同
）
大
分
県
一
九
八
五
年　
三
月	
『
大
分
県
史　
中
世
編　
Ⅱ
』（
橋
本
操
六
ほ
か
共
同
）
大
分
県
一
九
九
六
年　
九
月	
『
豊
後
高
田
市
史
特
論
編
く
に
さ
き
の
世
界
』（
共
同
）
豊
後
高
田
市
一
九
九
八
年　
八
月	
『
豊
後
高
田
市
史
』（
共
同
）
豊
後
高
田
市
分
担
執
筆
一
九
八
〇
年　
五
月	
「
一
九
七
九
年
の
歴
史
学
界
（
回
顧
と
展
望
）」（
瀬
野
精
一
郎
ほ
か
分
担
）
史
学
会
（
東
京
大
学
）
史
学
雑
誌
八
九-
五
海
老
澤
衷
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
一
一
九
八
二
年　
八
月	
「
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
海
と
愛
」
峰
岸
純
夫
編
『
日
本
史
の
舞
台
6
』
集
英
社
一
九
九
一
年
一
〇
月	
「
豊
後
国
田
染
荘
」『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
中
世
の
ム
ラ
と
現
代
』
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
一
九
九
二
年　
五
月	
「
一
九
九
一
年
の
歴
史
学
界
（
回
顧
と
展
望
）」（
瀬
野
精
一
郎
ほ
か
分
担
）
史
学
会
（
東
京
大
学
）
史
学
雑
誌
一
〇
一
－
五
一
九
九
五
年　
三
月	
「
豊
後
国
田
染
荘
」
石
井
進
編
『
中
世
の
ム
ラ
―
景
観
は
語
り
か
け
る
―
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
九
六
年　
二
月	
「
栂
牟
礼
城
と
小
田
山
城
」『
弥
生
町
誌
』
大
分
県
弥
生
町
一
九
九
八
年　
三
月	
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
史
史
料
2　
中
世
』
岩
波
書
店
　
　
同　
　
　
三
月
「
国
東
半
島
の
春
」
再
訪
」『
竹
内
理
三　
人
と
学
問
』
東
京
堂
出
版
　
　
同　
　
一
一
月	
「
豊
後
国
田
染
荘
の
保
存
を
め
ぐ
っ
て
」『
あ
る
く
中
世
』
一
三
一
九
九
九
年
一
〇
月	
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
〇
年
一
二
月	
「
相
続
と
女
性
」
総
合
女
性
史
研
究
会
編
『
史
料
に
見
る
日
本
女
性
の
歩
み
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
二
年　
二
月	
「
水
無
川
の
中
分
斗
」
山
陰
加
春
夫
編
『
き
の
く
に
荘
園
の
世
界　
下
巻
』
清
文
堂
二
〇
〇
三
年　
四
月	
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
の
未
来
」
戸
山
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー	
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
二
〇
〇
四
年
一
一
月	
「
棚
田
―
東
ア
ジ
ア
の
景
観
と
棚
田
」『
歴
史
を
読
む
』
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
〇
五
年　
二
月	
「
豊
前
国
（
大
分
県
側
）、
豊
後
国
、
田
染
荘
」『
講
座
日
本
荘
園
史
10
』
吉
川
弘
文
館
論
文一
九
七
七
年　
五
月	
「
辺
境
荘
園
の
成
立
過
程
と
そ
の
存
在
形
態
」『
民
衆
史
研
究
』
一
五
一
九
七
八
年　
三
月	
「
島
津
荘
内
薩
摩
方
地
頭
守
護
職
」
に
関
す
る
一
考
察
」『
史
観
』
九
八
一
九
七
九
年　
一
月	
「
日
向
国
に
お
け
る
別
符
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
三
六
八
一
九
八
〇
年　
二
月	
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
豊
後
国
の
国
衙
領
に
つ
い
て
」『
西
南
地
域
史
研
究
』
三
　
　
同　
　
　
三
月	
「
豊
後
国
大
田
文
の
基
本
的
性
格
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要　
別
冊
』
二
五
史
観
第
一
八
〇
冊
一
一
二
一
九
八
〇
年　
四
月	
「
若
狭
国
惣
田
数
帳
に
お
け
る
「
浦
」
に
つ
い
て
」『
荘
園
制
社
会
と
身
分
構
造
』
校
倉
書
房
一
九
八
一
年
一
一
月	
「
豊
後
国
大
田
文
の
伝
写
過
程
と
現
存
写
本
」『
九
州
中
世
社
会
の
研
究
』
第
一
法
規
一
九
八
四
年　
三
月	
「
中
世
水
田
開
発
史
序
説
」『
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館	
研
究
紀
要
』
一
一
九
八
六
年　
三
月	
「
広
域
水
田
遺
跡
調
査
と
豊
後
国
田
染
荘
」『
大
分
県
地
方
史
』
一
一
九
　
　
同　
　
　
七
月	
「
中
世
村
落
の
復
原
の
問
題
点
」『
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー	
歴
史
地
名
通
信
』
八
　
　
同　
　
一
二
月	
「
条
里
制
水
田
と
荘
園
村
落
」『
条
里
制
研
究
』
二
一
九
八
七
年　
三
月	
「
応
神
天
皇
と
八
幡
信
仰
」『M
U
SEU
M
	K
Y
U
SH
U
』
六
－
四
一
九
八
八
年　
三
月	
「
田
染
宇
佐
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
」『
史
観
』
一
一
八
　
　
同　
　
　
七
月	
「
中
世
城
館
の
歴
史
的
変
遷
」『
月
刊
文
化
財
』
二
九
八
一
九
九
一
年　
九
月	
「
宇
佐
栄
忠
と
豊
後
国
田
染
荘
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要　
哲
学
・
史
学
編
』
三
六
　
　
同　
　
　
九
月	
「
豊
後
国
田
染
荘
の
復
原
と
景
観
保
存
」『
中
世
の
村
落
と
現
代
』
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
一
一
月	
「
中
世
に
お
け
る
荘
園
景
観
と
名
体
制
」『
歴
史
学
研
究
』
六
二
六
一
九
九
二
年　
五
月	
「
中
世
村
落
の
復
原
と
景
観
保
存
―
和
泉
国
日
根
荘
の
場
合
―
」『
民
衆
史
研
究
』
四
三
一
九
九
三
年
一
一
月	
「
中
世
村
落
の
復
原
」『
岩
波
講
座
日
本
通
史
7　
中
世
1
』
岩
波
書
店
一
九
九
五
年　
三
月	
「
近
世
絵
図
に
よ
る
中
世
居
住
空
間
の
復
原
」『
描
か
れ
た
荘
園
の
世
界
』
新
人
物
往
来
社
一
九
九
七
年　
一
月	
「
棚
田
と
水
資
源
―
豊
後
国
大
野
荘
の
場
合
―
」『
月
刊
文
化
財
』
四
〇
〇
一
九
九
九
年　
九
月	
「
九
州
に
お
け
る
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
鎌
倉
幕
府
」『
鎌
倉
遺
文
研
究
Ⅰ　
鎌
倉
時
代
の
政
治
経
済
』
東
京
堂
出
版
二
〇
〇
〇
年　
七
月	
「
ノ
ビ
ル
畑
か
ら
棚
田
へ
―
紀
伊
国
阿
弖
河
荘
の
故
地
に
み
る
棚
田
開
発
―
」『
棚
田
学
会
誌　
日
本
の
原
風
景
・
棚
田
』
一
二
〇
〇
二
年　
五
月	
「
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
展
示
叙
述
の
可
能
性
」『
民
衆
史
研
究
』
六
三
　
　
同　
　
一
一
月	
「
荒
川
荘
の
調
査
―
紀
ノ
川
流
域
荘
園
調
査
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
役
割
を
果
た
す
―
」『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
四
四
海
老
澤
衷
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
三
二
〇
〇
三
年
一
〇
月	
「
伊
賀
国
黒
田
荘
に
お
け
る
寺
僧
私
領
の
展
開
と
終
焉
―
畿
内
に
近
接
し
た
東
大
寺
領
荘
園
の
特
質
―
」『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
一
二
二
〇
〇
四
年　
三
月	
「
集
落
・
儀
礼
・
水
田
の
復
原
研
究
―
対
馬
と
バ
リ
島
―
」『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
集
』
Ⅱ
二
〇
〇
六
年　
三
月	
「
村
の
水
利
か
ら
み
た
バ
リ
・
劇
場
国
家
と
日
本
の
前
近
代
社
会
」『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
構
築
』
雄
山
閣
　
　
同　
　
　
三
月	
「
早
稲
田
大
学
の
教
務
部
・
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
初
年
次
教
育
」『
大
学
に
お
け
る
初
年
次
導
入
教
育
中
間
報
告
』
早
稲
田
大
学
教
育
総
合
研
究
所
　
　
同　
　
　
三
月	
「
対
馬
に
お
け
る
照
葉
樹
林
の
保
護
に
つ
い
て
」『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
集
』
四
　
　
同　
　
　
七
月	
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
照
葉
樹
林
と
棚
田
」『
棚
田
学
会
誌　
日
本
の
原
風
景
・
棚
田
』
七
　
　
同　
　
一
一
月	
「
日
本
的
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
荘
園
景
観
の
保
存
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
〇
二
二
〇
〇
七
年　
三
月	
「
東
ア
ジ
ア
の
水
利
社
会
に
お
け
る
バ
リ
島
の
位
置
」『
ア
ジ
ア
地
域
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
集
』
五
　
　
同　
　
　
三
月	
「
対
馬
に
お
け
る
天
道
信
仰
と
照
葉
樹
林
の
保
護
」『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
叢
書
9　
海
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
対
馬
―
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
集
成
―
』
雄
山
閣
二
〇
〇
八
年　
二
月	
「
東
京
都
弁
天
山
の
棚
田
―
あ
き
る
野
市
大
字
網
代
字
引
谷
の
事
例
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
三
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
山
田
ノ
畔
、
重
々
ニ
高
シ
テ
―
水
田
農
耕
社
会
か
ら
見
た
楠
木
正
成
―
」『
懸
樋
抄
―
海
老
澤
衷
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
―
』
海
老
澤
衷
先
生
の
還
暦
を
祝
う
会
編　
二
〇
〇
九
年
一
〇
月	
「
鎌
倉
時
代
の
立
荘
と
村
落
形
成
―
日
根
荘
日
根
野
村
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
歴
史
評
論
』
七
一
四
二
〇
一
〇
年
一
〇
月	
「
棚
田
と
水
資
源
を
活
用
し
た
楠
木
正
成
」『
ア
ジ
ア
遊
学
1
3
6　
環
境
と
歴
史
学
―
歴
史
研
究
の
新
地
平
―
』
二
〇
一
一
年
一
一
月	
「
荘
園
景
観
の
保
存
と
活
用
」『
日
本
歴
史
』
七
五
二
二
〇
一
二
年　
四
月	
「
棚
田
の
魅
力
と
棚
田
保
全
」
千
賀
裕
太
郎
編
『
農
村
計
画
学
』
朝
倉
書
店
史
観
第
一
八
〇
冊
一
一
四
　
　
同　
　
　
六
月	
「
田
染
荘
域
に
お
け
る
水
田
開
発
の
諸
段
階
と
小
崎
」『
重
要
文
化
的
景
観
へ
の
道
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
七
月	
「
重
要
文
化
的
景
観
選
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
田
染
モ
デ
ル
」『
棚
田
学
会
誌　
日
本
の
原
風
景
・
棚
田
』
一
三
二
〇
一
三
年　
七
月	
「
中
世
に
お
け
る
水
田
開
発
と
鉄
生
産
―
備
中
国
新
見
荘
の
場
合
―
」『
考
古
学
と
中
世
史
研
究
10　
水
の
中
世
―
治
水
・
環
境
・
支
配
―
』
高
志
書
院
　
　
同　
　
一
〇
月	
「
文
化
的
景
観
の
危
機
と
再
生
―
東
ア
ジ
ア
の
村
落
景
観
を
め
ぐ
っ
て
―
」W
A
SED
A
	RILA
S	JO
U
RN
A
L	N
O
.	1
二
〇
一
四
年
一
二
月	
（
飯
分
徹
と
共
著
）「
高
瀬
・
釜
村
の
信
仰
・
水
利
・
下
地
中
分
―
氷
室
神
社
と
亀
尾
神
社
―
」『
中
世
の
荘
園
空
間
と
現
代
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
一
二
月	
「
備
中
国
新
見
荘
の
調
査
と
「
多
層
荘
園
記
録
シ
ス
テ
ム
」
『
中
世
の
荘
園
空
間
と
現
代
』
勉
誠
出
版
二
〇
一
五
年　
七
月	
「
里
山
と
た
た
ら
製
鉄
」『
こ
こ
ろ
の
未
来
』
一
四　
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
六
年
一
〇
月	
「
棚
田
と
水
資
源
を
活
用
し
た
楠
木
正
成
」
水
島
司
編
『
環
境
に
挑
む
歴
史
学
』
勉
誠
出
版
二
〇
一
七
年　
三
月	
「
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
惟
宗
忠
久
―
朝
河
貫
一
研
究
と
の
関
連
で
―
」『
朝
河
貫
一
と
日
欧
中
世
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
八
年　
七
月	
「
荘
園
か
ら
城
下
町
へ
―
継
承
さ
れ
る
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
対
応
と
流
通
、
文
化
」『
中
世
荘
園
村
落
の
環
境
歴
史
学
―
東
大
寺
領
美
濃
国
大
井
荘
の
研
究
―
』
吉
川
弘
文
館
　
　
同　
　
　
九
月	
「
和
名
抄
郷
の
持
続
性
と
自
然
頭
首
工
」
大
山
喬
平
・
三
枝
暁
子
編
『
古
代
・
中
世
の
地
域
社
会
―
「
ム
ラ
の
戸
籍
簿
」
の
可
能
性
』
思
文
閣
出
版
二
〇
一
九
年　
二
月	
「
重
要
文
化
的
景
観
と
豊
後
国
田
染
荘
」『
よ
み
が
え
る
荘
園
―
景
観
に
刻
ま
れ
た
中
世
の
記
憶
―
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
二
月	
「
バ
リ
島
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
日
本
」『
ア
ジ
ア
遊
学
2
3
0　
世
界
遺
産
バ
リ
の
文
化
戦
略
―
水
稲
文
化
と
儀
礼
が
つ
く
る
地
域
社
会
―
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
二
月	
「
ス
バ
ッ
ク
・
バ
サ
ン
ア
ラ
ス
の
形
態
的
特
質
と
東
ア
ジ
ア
の
水
利
社
会
」『
ア
ジ
ア
遊
学
2
3
0　
バ
リ
島
の
文
化
的
戦
略
―
世
界
遺
産
へ
の
道
―
』
勉
誠
出
版
　
　
同　
　
　
三
月	
「『
大
化
の
改
新
の
研
究
』
と
近
代
日
本
史
学
の
岐
路
」『
朝
河
貫
一
と
人
文
学
の
形
成
』
吉
川
弘
文
館
海
老
澤
衷
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
五
